
Mrs.Dallowayの 部 屋

太 田 素 子

1Vfrs・Dallowayに は,ク ライマ ックス場 面が二 つ ある。一・つはSeptimusの 自殺 の場

面,も う…・つはClarissaが 生 を選 択す る最終場 面で あ る。 この二つ の重要場 面 には,共

に,「 部屋 」 の イメジが が きわめて 効果 的に用 い られ てい る。 第一 の場面 では,Septimus

が 自分 の 「部屋 」 に居 て,彼 の 自由を 奪 お うと 「扉 」 か ら押 し入 って くるHolmes医 師

か ら逃れ る為 に,「 窓」か ら身を投 げて 自殺 す る。 又,最 終場面 では,パ ーテ ィの催 され

て い る"drawingroom"でSeptimusの 自殺 を知 ったClarissaが,居 たた まれず に"little

room"に 退 き,そ こでSeptimusの 死 に共感 しつつ も,「 窓」 か ら見た 向かい の老 女 の姿

に勇気 づけ られ て生 き続 け る決 心 を し,又"drawingroom"へ と戻 って行 く。 この様 に,

Mrs.Dα 〃oωαッ の クライマ ックス場 面 に効 果的 に用 い られて い る 「部 屋」 の イ メジは,

この小説 のみ な らずVirgingaWoolfの 作 品世 界 を 通 して も,深 い意味 を持 って い る と

言 え る。 この こ とは,表 題 に推 敲を重 ね,常 に主題 を担わ せて い るVirgingaWoolfが,

「部屋 」 とい う言葉 を,:Tacob'∫Room,ARoomofOne'sOwnと 二度 も表題 に 用 い,

又,TotheLighthouseの 第 一一部 を"TheWindow"と 名付 けた こ とか らも,明 らか であ

ろ う。VirginiaWoolfは,自 ら 「部屋 」をoneselfと 関連 づけ て次 の様 に述べ てい る。

Whatdoesonemeanby`oneself'?NottheselfthatWordsworth,Keats,and

Shelleyhavedescribed‐nottheselfthatlovesawoman,orthathatesatyrant,

orthatbroodsoverthemysteryoftheworld.No,theselfthatyouareen-

gagedindescribingisshutoutfromallthat.Itisaselfthatsitsaloneinthe

!i)

roomatnightwiththeblindsdrawn.

又,.Mrs.Dα 〃oω αッ に 於 て も,登 場 人 物 の 一 人Peterが,「 自 分 自 身(whathewas)」 か

(2)

ら 脱 け 出 し て い く幻 想 が,子 供 が 「扉 」 か ら外 へ 走 り出 る イ メ ジ と し て と ら え ら れ て い る 。

こ れ ら の 例 か ら も,VirgingaWoolfの 「部 屋 」 は,"oneself""whathewas"で あ り,個 人

のidentityを 表 わ す 個 我(self)の 部 屋 と 言 え よ う。JarnesNaremoreはVirgingaWoolf

の 部 屋 に つ い て"VirginiaWoolfusestheroomasanobjectificationofindividual

personality,tosuggesttheultimateisolationoftheindividualego,boundinbywalls."

(3)(4)

と定義 している。「部屋」を個我 と重ね合せる考え方は,ボ ルノウ等に も 見 られ る が,
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VirginiaWoolfの 部 屋 で ぱ,個 我 の ど の 様 な 状 況 が 描 か れ て い る で あ ろ うか 。本 論 で は,

Mrs.Dallowayを 取 り上 げ て,以 下,考 察 して ゆ き た い 。

ll7rs.Dα 〃oω αツ で,個 我 の 部 屋 が 描 か れ て い る の は,女 主 人 公ClarissaDallowayと ・

(5)

その分身(double)で あ るSeptimusWarrenSmithだ け であ る。VirginiaWoolfの 作 品

世界 の基 本 には,常 に,苛 酷 な現 実 とvisionと い う相反す る二 元世 界の葛藤 があ るが,

「部屋1の イ メジは,こ の基 本主 題 と深 く関わ ってい る、,そ れ故彼女 の作品 では,こ の基

本主題 を担 う主 要登場 人物 のみが,個 我 の部屋で 描 か れ て い る と言 え る。Clarissaと

Septimusは,そ れぞれ の個我 の部屋 を もち,「 扉 」か ら侵 入す る苛酷な現実 に さ らされ つ

つ,「 窓 」 ガ ラス越 しにvisionを 夢見,自 らの魂 の 自由 と孤独 の尊厳 を 護ろ うとして い

る。本 論では,こ の二 人 の部屋を検討 す る ことに よ り,"double"と して設定 され た二人

の共通 部分 と,一 ・方は生,他 方は死 を選 ぶ に至 る二 人 の相違 点を 明 らか に してい きた い。

Clarissaの 部屋 は``atticSroom・``littleroom・,,さ らには.パーテ ィが 催 され る``drawing

room"と 描 かれ,Septimusの 部屋 は,自 らの"sittingroom"と 描かれ てい る。部 屋 の

構 成要素 と して,窓,扉,壁 も合せ て考察 して い く。

下院 議員夫人 と して,優 雅 で享楽 的 とも言 え る社 交生活 をお く り,愛 情深 い夫 と一一人娘

に囲 まれた恵 まれた家庭 を もつClarissaDallowayば,自 分がそ の様な華や かな外 見を脱

ぎす てる場 であ る"atticroom"に ついて,次 の様 に述 べて いる。

Therewasanemptinessabouttheheartoflife;anatticroom.Womenmust

putofftheirrichapparel.Atmiddaytheymustdisrobe....Narrowerand

narrowerwouldherbedbe....Sotheroomwasanattic;thebednarrow;

andlyingtherereading,forshesleptbadly,shecouldnotdispelavirginity

preservedthroughchildbirthwhichclungtoherlikeasheet.(pp.41-2)

大病 を患 ・った後,夫 とベ ッ ドを別に した,ま さに 自分 一人 の部屋 で ある"atticroom"で,

華 やか な外 見を脱 ぎすてたClarissaの 空 虚 さが浮 び上 って くる。 時計の時 間は,老 い の

衰え と死 を宣告す る。他 の人 々 と仕切 り壁 で区切 られた人 間関係は孤 独感 を生 む。子供 を

産ん で尚,"virgin"や"nun"の イメジで描 かれ るClarissaは,夫 とは,例 えお互 い同士

感謝や いたわ りの心 を抱 いて いる として も,夫 婦 としての一体感 を分 ち合 えず,空 虚 さを

抱 えて一人屋根 裏部屋 に居 る。夫 婦関係 の1し さを転嫁 す る為 に,娘 のElizabethへ の愛

にのめ りこんで い くことも,彼 女ば 出来 な い。娘 は,家 庭教 師 に独 占 されか け て い る。

PeterもSallyもHughも,こ の空 虚 さを埋 め られ な い。 しか も,こ の様 な状 況を選 び と

一66一



Mrs.Dα ♂♂o泌αyの 部 屋

っ た の が,Clarissa自 身 で あ る こ と は,「 扉 」 か ら 出 て い く夫 を 見 な が ら,部 屋 に 一 人 残

さ れ たClarissaの 以 下 の 思 い か ら も 明 らか で あ る 。

Andthereisadignityinpeople;asolitude;evenbetweenhusbandand

wifeagulf;andthatonemustrespect,thoughtClarissa,watchinghimopenthe

door;foronewouldnotpartwithitoneself,ortakeit,againsthiswill,from

one'shusband,withoutlosingindependence,one'sself-respect‐something,

afterall,priceless.(pp.170-1)

Clarissaは,か つ て 自分 の全 てを所有 す る こ とを望んだPeterで は な く,"gulf"と 孤独 の

尊厳 を認 め て くれ るRichardを 夫 と して選 んだ 。 この選択 に よ り,彼 女 は必然 的 に,孤

独感 と空虚 さを 自 らの屋 根裏部 屋 に抱 え込 む ことに なる。 その上,彼 女 の部 屋 の 「扉 」 は

苛 酷 な現実 の侵入 に対 して無 防備 で あ る。r扉 」か ら侵入 して来 て,Clarissaの 魂 の 自由
C6)

を脅 かす苛 酷 な現 実 と して,PeterとMissKilmanが 「扉」 と共 に描かれ て い る例 をあげ

てみ る・ 窓辺 で,海 を思わせ る緑 色の ドレスを繕 いなが ら,波 に身 を委ね て安 らい でいた

Clarissaは,「 扉 」 か ら入 って きて 一一方的 に 自分 の愛 を押 し付 け よ うとす るPeterに 対 し

て身 構 え ざるを得 ない。

Sheheardahanduponthedoor.Shemadetohideherdress
,likeavirginpro-

tectingchastity,respectingprivacy .Nowthebrassknobslipped.Nowthedoor

opene,anincame・ ・・・・・…(p.55)

又 ・ 彼 女は,娘 と話 しなが ら,自 分 の絶 対 的 正 し さ を 相 手 に 押 し付 け て く るMiss

Kilmanの 気配 を,「 扉 」 の背 後 に感 じて身構 え ざるを得 ない。

Thedoorwasajar,andoutsidethedoorwasMissKilman ,asClarissaknew;

MissKilmaninhermackintosh,listeningtowhatevertheysaid .(p.175)

この様 に 「扉 」 は,彼 女 に とって,自 分 自身のidentityを 圧 迫 し脅 かす存 在が 侵入 し て

くる場 と して設 定 され てい る。 部屋 構造 に不 可欠 な付 属物 であ る 「扉」 を拒 む こ とは出来

ないが,自 らのidentityを 圧 迫 し脅 かす 存在が,扉 以 外か らも全面 的 に侵 入 して くるのを

拒 む為 に,Clarissaは"gulf"を,他 者 との 「仕切 り壁 」を容認 した 。孤独 は,寂 しさ と自

由 とい う切 り離 し難 い両側面 を 内包 す る とVirginiaWoolfは 考 えて い るが,Clarissaは ,

自 らの個我 の部屋 で あ るatticroomの 中 に 孤独 の寂 しさ と空 虚 さを 抱 え込 む こ とで,孤
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独 の 尊 厳 を,即 ち 何 者 に も 侵 さ れ ず にrealityのvisionを 求 め る 「魂 の 自 由(privacyof

thesoul)」 を 手 に 入 れ よ う と し た 。Clarissaぱ,「 窓、」 か ら,向 か い の 老 女 に こ の"privacy

ofthesoul"を 見 て い る 。

Andshewatchedoutofthewindowtheoldladyoppositeclimbingupstairs.

....Somehowonerespectedthat‐thatoldwomanlookingoutofthewindow,

quiteunconsciousthatshewasbeingwatched.Therewassomethingsolemnin

it-…-butloveandreligionwoulddestroythat,whateveritwas,theprivacyof

thesoul.TheodiousKilmanwoulddestroyit.Yetitwasasightthatmadeher

wanttocry.{pp.180-1)

老 い も孤独 も死 も,毅 然 として受け入れつ つ,自 然 に動 き回 って いる向かいの老女 の 見せ

て くれ たのは,魂 の不 可侵 性,孤 独 の尊厳 で あ った。 これ を得て は じめて,有 限の肉体 に

拘束 され,「 扉 」か ら侵 入 して くる苛 酷な現実 を拒めず に空 虚 さを抱え込ん で孤立す る 個

我 の部屋 は,realityのViSiOnを 求め る自由な魂 の 部屋 とな るの であ る。そ して,こ の場

面で も示 されて い るrealityのvisionを 見 る とい う 「窓」 の役割は,「 窓 辺」 で繕 い物 を

しなが ら,Clarissaが 海 の イメジ と重 ねて,realityのvisionを 見 る以下 の 場 面 に も描 か

れ てい る(i

Clarissa...detachedthegreendressandcarriedittothewindow.(p.51)

Quietdescendedonher,calm,content,asherneedle,drawingthesilk

smoothlytoitsgentlepause,collectedthegreenfoldstogetherandattached

them,verylightly,tothebelt.Soonasummer'sdaywavescollect,overbalance,

andfall;collectandfall;andthewholeworldseemstobesaying"thatisall"

....Fearnomore,saystheheart,committingitsburdentosomesea,which

sighscollectivelyforallsorrows,andrenews,begins,collects,letsfall.(p.54)

彼女 は,海 色 の夜会服 を繕 い なが ら,心 の重荷 をおろせ る永遠 のrealityと して死 と,そ の

彼方の世 界に憧れ,波 の音 を聞 く。波ぱ,悠 久 の時 間 と空 間の海を構成 しつつ,そ の一一り

一つは ,そ れ ぞれ の一 ライ フサ イ クルか ら成 り,そ の一つ一一つは,そ れ ぞれ の肉体 の死 に

よって終 るが,又,絶 えず 再生 され て無限 の生(life)の 波 動 を繰 り返 して い く。Clarissa

は,生 身の 人間の有限 の.一ライ フサ イ クルを こえ た彼 方に広が るrealityのViSiOnを,そ

こに垣 間 見てい る。 この様 にrealityのvisionを 求め得 る魂 の 自由 こそ,Clarissaが,苛

酷 な現実空 間 に さらされつつ 空虚 さを抱 え込 んで も 護 りたか った ものであ り,Septimus
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が 死ん で も護 りたか った もので ある。Clarissaは,自 と他 を隔 てて個我 を孤 立 させ る仕切

り壁 を容認 す る ことで,空 虚 さと孤独 の寂 しさを抱 え込 み なが ら,仕 切 り壁 を,魂 の 自由

を護 る壁 とも成 し得た のであ る。苛酷 な現実 の侵 入 口 と して の 「扉 」 と,visonを 夢 見 る

「窓」 を備 えた,こ れが,Clarissaをidentifyす るatticroomで ある。

一 方
,Septimusの 部 屋は ど うであろ うか。彼 も又,主 として 自らのsittingroomの 中

で,苛 酷 な現 実空 間に とらわれ つつ,そ こか らの解放 とrealityを 求 めて,魂 の 自由 を 確

保 したい と望 んで い る。又,苛 酷 な現実 の侵 入 して くる 「扉 」 と,realityのvisionを 見

る 「窓 」を持 って い る。Clarissaと は 一度 も会 った こ とが ない のに,彼 は,sittingroom

の中で,先 にClarissaが 見た の と同 じ波 の イ メジを見,"Fearnomore"の 一'節を 口ず さむ

とい う体験 を してい る。 この様 に共通 点 の多 い,ClarissaとSeptimusの 部屋 であ るが,

一番 の相違点 は ,Septimusの 部屋 の壁 が,他 者 との仕 切 り壁 の役割 を果 た さず,外 か ら

の侵入 に対 して,全 く無 防備 な点 で あ る。sittingroomの ソファに横 たわ りなが ら,「 奈

落 へ,炎 の中 へ落下す る」感 覚 に脅 え るSeptimusに,四 方 の壁 か ら,彼 を嘲 け る無数 の

顔 が 見 え,彼 をのの しる無数 の声が 聞 こえ る。

Hesaidpeopleweretalkingbehindthebedroomwalls.(p.93)

Helayonthesofaandmadeherholdhishandtopreventhimfromfalling

down,down,hecried,intotheflames!andsawfaceslaughingathim,calling

himhorribledisgustingnames,fromthewalls,andhandsponitingroundthe

screen.(p.94)

Avoicespokefrombehindthescreen.Evanswasspeaking.Thedeadwere

withhim.

"E
vans,Evans!"hecried.(pp.131-2)

衝 立(screen)の 陰 か らは,彼 を指 さし非難 す る手 がぬ っと出 て くる。死ん だEvansの 声

が衝立 の背後 か ら繰 り返 し聞 こえ る。 「来 ないで くれ 」(p.93)と 叫ぶSeptimusに とって,

これ らの幻 覚 は,ま さに悪夢 であ り,彼 の部屋 を脅か す存在 で あ る。 そ して壁 は ,彼 の

部屋 を護 る役 を全 く果 して いな い。 しか も,外 か らは 自由に 侵 入出来 る彼 の 部屋 か ら,

Septimus自 身 は 自由に 出て い くこ とが 出来 ない。 「重 りで固定 され て」 「外 の 世 界 に鞭

(7)(8)

打たれ る」 と感 じるSeptimusは,魂 だけ 肉体 離脱(disembody)す る ことも,仕 切 り壁 が

薄 くな って他 者 との間 にcommunionを 成 立 させ る ことも出来 な い。「扉 」 も室 内か ら 閉

ざす こ とは決 して出来 ない 。HumanNatureの 象徴 で あ るDr .HolmesやSirWilliam
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Bradshawが 「情 容 赦 な く(remorseles)」Septimusに 「手 枷 足 枷 を は め 」,Septimusの

魂 の 自 由 を 奪 お う と,Septimusの 意 志 に 反 し て 彼 の 部 屋 に 侵 入 し て く る の は,「 扉 」 か ら

で あ る 。

Holmeswascomingupstairs.Holmeswouldburstopenthedoor....

Holmeswouldgethim.Butno;notHolmes;notBradshaw.(p.213)

``Y
oubrute!Youbrute!"criedSeptimus,seeinghumannature,thatisDr.

Homes,entertheroom.(pp.132-3)

この様 に,個 我 を室 内に拘束 しなが らも 室 内を保護 し孤独 の 尊 厳 を護 ・・てい る 仕 切 り壁

が,そ の機能 を果 さず,し か も,扉 か ら も外の苛酷 な 現実が 侵入 し放題 で あ る とい う,

Septimusの 部屋 の状況 は,"exposed"と い う言葉 に,最 も端 的に表わ され てい る と言 え

る。SirWilliamBradshawの 診 断で,精 神 に 異常 を きた して い るか らと"home"(療 養

所)へ 隔離 の宣告 を受 けたSeptimusは"victimexposedontheheights"(p,137)と 表

現 され て,無 防備 で成すす べ もな く,HumanNatureの 侵入 に さ らされて い る姿 が描 かれ

て い る。 自分 を強制 的 に"home"へ 拉致 す るHolmes医 師を待 つ問,Septimusはsitting

roomの ソファに横たわ りなが ら,次 の様 な感覚 におそお れ る。

Hewasalone,exposedonthisbleakeminence,stretcedout‐butnotonahill-

top;notonacrag;onMrs.Filmer'ssitting-roomsofa.(pp.207-8)

自室 の ソフ ァに横 たわ って いて 尚,彼 は 自分が無 防備 に"expose"さ れ てい る と感 じて い

る。「扉 」か ら入 って きたPeterに 不 意 を突 かれ て,自 分 を 「無防備 な女 王(Oueen…un・

protected)」(p,60)と 感 じたClarissaが,繕 い物用 の針 を取 り上げ て戦 う準備 を始 め る状

況 と対 照的 と言 え よ う。Septimusの 部屋 の 「壁 」は,Evansや 無数 の死者 の声や 姿 の侵

入を防 ぐこ とが 出来 な い。 「扉 」 は,外 か ら簡単 に開 け られ,彼 の意志 に反 して,苛 酷 な

現実 がHumanNatureと い う形 を とって侵 入 して くる。 しか も,Septimus自 身 は,部 屋

に縛 られ てお り,そ こか ら逃 れ る 唯 一の方法 は,窓 か ら身 を投 げ て 自殺 す る ことであ っ

た。 自殺直 前 のSeptimusの 状 況 を,"exposed"と い う言葉 は,最 も端 的に表 現 してい る

と言 え よ う。

"
expose"さ れ て い る とい う状況 は,Septimusが,生 身 の 肉体 を保 持 し自らのidentity

の部屋 を護 り,現 実 と対峙 しなければ な らない場合 には,苛 酷 な状況 であ る。 しか し,一 一

方,こ の状 況は,生 身 の肉体 とい う仕 切 り壁 に妨 げ られず に,一 一ラ イフサ イ クル の彼方 の

世界 を垣 間 見やす い とい う側面 を も持 ってい る。
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Scientificallyspeaking,thefleshwasmeltedofftheworld.Hisbodywasmac-

erateduntilonlythenervefibreswereleft.Itsasspreadlikeaveilupona

rock.(pp.95-6)

「肉 体 が 世 界 か ら溶 け 落 ち た 。 肉 体 が 溶 け て 神 経 繊 維 だ け が 残 っ た 。 ま る で 岩 の 上 に 広 げ

られ た ヴ ェ ー ル の 様 だ 」 と 描 か れ る 時,こ の イ メ ジ は,肉 体 へ の と らわ れ が 溶 け 去 っ た,一

ラ イ フ サ イ クル の 彼 方 の 光 景 へ と つ な が っ て い く 。Septimusが 好 ん で 見 る"curiouspat・

ternlikeatree"(p.18)"leaveslikenets"(p.199)と い う,生 命 の 木 の 網 目模 様 と重 な っ

て く る 。 さ ら にTheYearsでEleanorが 見 る,一 ラ イ フ サ イ ク ル の 彼 方 に 果 て し な く広

、`..qq,が る と も 重 な り合 う
。 こ れ は,波 の 世 界 と も 重 な っ て い る 。 先 にgiganticpattern

Clarissaが 海 色 の ド レ ス を 繕 い な が ら,不 変 のrealityと し て 死 に 憧 れ て,「 窓 辺 」 で 見 た

波 の イ メ ジ と"Fearnomore"の 一 節 を,Septimusは 窓 辺 で は な く,部 屋 の た だ 中 で 体 験

す る 。

Thesoundofwaterwasintheroom,andthroughthewavescamethevoices

ofbirdssinging.Everypowerpoureditstreasuresonhishead,andhishand

laythereonthebackofthesofa,ashehadseenhishandliewhenhewas

bathing,floating,onthetopofthewaves,whilefarawayonshoreheheard

dogsbarkingandbarkingfaraway.Fearnomore,saystheheartinthebody;

fearnomore.(p.199)

彼 は室 内に 「水 の音」 を聞 き,自 分 の横 たわ る ソフ ァの下 に波 が打 ち よせ るのを見 る。 死

は,既 にSeptimusの 部屋 の中 に入 りこんで い る。先に も述べ た様 に,波 は悠 久 の時 間 と

空 間の海 を構 成す る。波 の一つ 一つ は個hの 一 ライ フサィ クル か ら成 り,そ の …つ 一つ は

個kの 肉体 の死 に よって終 るが,絶 えず 再生 され て無 限 に生 の波動 を繰 り返 して い く。波

は,"giganticpattern"と 重 な り合 いつつ も,死 を 内包 し,死 を通 して彼方 の世界 への解 放

を描 くので あ る。Septimusが,窓 ガ ラスの 向 こ うでは な く室 内に海 を見 る時,彼 を表 現
{ll)

す る"drownedsailor"の イ メジは,ま さに彼 の死 を暗示 し,同 じく波 を 見なが らパ ーテ ィ

の さ中 に海 の住 人"mermaid"(p,249)の イメ ジで描 かれ るClarissaと ,対 照 的 であ る と

言 え よ う。

Septimusは 本来,死 の色 を帯び ない,生 命 の木 の網 目模様 の中 にrealityを 捉 え る こ と

を望ん でいた 。 に もかかわ らず,外 に対 して 無防備 に"expose"さ れ た 自室 の構 造故 に,

や む な く生身 の 肉体 の器 で あ る 部屋 を放棄 す る こ とで,彼 は苛 酷 な現 実空 間か ら 解放 さ

れ て,realityを 捉 えて い く。 彼 の この 自殺 の場面 は,苛 酷 な現実 の侵入す る 「扉 」 と,
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realityのvisionを 見 る 「窓、」 の 対 比 に よ ・・て 見 事 に 描 か れ て い る 。

Holmeswouldburstopenthedoor....Thereremainedonlythewindow....

Hedidnotwanttodie.Lifewasgood.Thesunhot .Onlyhumanbeings?

Comingdownthestaircaseoppositeanoldmanstoppedandstaredathim.

Holmeswasatthedoor,``1'llgiveityou!"hecried,andflunghimselfvigor-

ously,violentlydownontoMrs.Filmer'sarearailings.(pp.213-4)

「彼は 死 にた くなか ー・た」 と描 かれ なが ら,苛 酷 な 現 実空 間に 無 防備 に"expose"さ れ

た 部屋 の中にあ って,Septirnusば,自 らの魂 の 自由を奪 お うと 「扉 」か ら侵入 して くる

Holmes医 師か ら逃れ る為 には,「 窓、」か ら身を投 じて死を選ぶ しか方法 がなか った。Cla-

rissaの 様 に,苛 酷 な現 実を容 認 し,自 分 の部屋 の 中 に空 虚 さを 抱え込 んで 生 きるには,
112'r

Septimusは あ ま り に"etheria1"で"insubstantial"で あ り,彼 の 部 屋 は,あ ま りに 無 防 備

に 外 に 対 して"expose"さ れ て い た の で あ る,

Septimusは,"expose"さ れ た 自 室 の 状 況 故 に,自 ら の 一一 ラ イ フ サ イ クル の 生 の 中 に,

realityを 生 命 の 木 の 網 目'模様 を 捉 え 得 ず,死 を 通 し てrealityを 捉 え よ う と 窓 か ら 身 を

投 じ て 自 殺 した 。 自 ら のatticroomに 孤 独 を 抱 え 込 ん だClarissaは,ど の 様 に し てre.

alityを 捉 え よ う と し た の で あ ろ うか 、、Clarissaは,個 々 に 孤 立 し て い る 他 の 人 々 の 状 況

を 次 の 様 に 考 え て い る 。

AndthesuprememysterywhichKilmanmightsayshehadsolved,orPeter

mightsayhehadsolved,butClarissadidn'tbelieveeitherofthemhadthe

ghostofanideaofsolving,wassimplythis:herewasoneroom;therean-

other.Didreligionsolvethat,orlove?(p.i82)

"h
erewasoneroom;thereanother"と,そ れ ぞ れ の 個 我 の 部 屋 に 孤 立 し て い る 人 々 を 解

放 す る の は,Peterの 押 し付 け て く る 独 占 的 な"love"で も,狂 信 的 なMissKilmanの 押

し付 け て く るreligionで も な い と,Clarissaは 思 う。Clarissaが 考 え て い る の は,パ ー テ

ィを 開 く こ と で あ るQ

ButsupposePetersaidtoher,"Yes,yes,butyourparties‐what'sthesenseof

yourparties?"allshecouldsaywas...:They'reanoffering.(p.173)
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HerewasSo-and-soinSouthKensington;someoneupinBayswater;and

somebodyelse,say,inMayfair.Andshefeltquitecontinuouslyasenseof

theirexistence;andshefeltwhatawaste;andshefeltwhatapity;andshe

feltifonlytheycouldbebroughttogether;soshedidit.Anditwasan

offering;tocombine,tocreate.(p.174)

Clarissaに とって,パ ー テ ィは孤立 した人kを 集 め,"tocombine,tocreate"す る儀式 で あ

る。人 がそれぞ れ孤立 して い る苛酷 な現実空 間 の中で,人kが 和 や かな一体 感 を得 る為 の

儀式 として,パ ーテ ィはVirginiaWoolfの 作 品世界 で重 要 な役 割 を果 してい る。 素晴 し

い 「瞬 間」 を捉 え る儀式 とい う,パ ーテ ィの時 間軸上か らの考 察は,別 の機 会 に既 に して
(13)

い るので,こ こで は省 く。 本論 では,い か に してClarissaが,"drawingroom"の 中 に,

人kが 和 やか な一体感 を感 じるパ ーテ ィ空 間 を創 り出 して い くか を,Clarissaの 個 我 の部

屋 と対照 させ なが ら考 え てみた い。

苛 酷 な現実 の侵入 口 としての 「扉 」 と,visionを 見 る 「窓」 とい う,個 我 の部屋 に於 け

る役割 は,パ ーテ ィの催 され る"drawingroom"で は逆 転 す る。「扉 」が 開かれ て人 々を

招 じ入れ,「 窓 」が閉 ざされ て外 の闇を閉 め出す こ とで,パ ーテ ィ空 間は創 り出 され て い

くので あ る。 まず,パ ーテ ィ空 間 を創 り出す第一 段階 と して 「扉」 を考 えてみ る。扉 は,

内側 か ら開け放 され人kが そ こか ら次kに 入 って くる場 で あ る。

thelightedhouse,wherethedoorstoodopen,wherethemotorcarswerestand-

ing,andbrightwomendescending・ ・・・・・…(p.236)

There,theyweregoingupstairs;thatwasthefirsttocome,andnowthey

wouldcomefasterandfaster,sothatMrs.Parkinson{hiredforparties)

wouldleavethehalldoorajar,andthehallwouldbefullofgentlemen....

(p.238)

しか も,こ の一 見開放的 に 見え るパ ーテ ィ空 間の 「扉 」 は,個 我 の部屋 の 「扉 」 には くい

とめ よ うのなか った苛 酷 な現実 の侵入 を,入 念 な手順 を踏 んで,く い とめ よ うとして いる。

慎 重 に人選 した招待 状が あ らか じめ送 られ てい る。招 待 された人kの み が 「扉 」か ら招 じ

入れ られ,さ らに,パ ーテ ィの為 に特別 に雇わ れた 男が扉 の ところで招 待客 の名 を確 認 し

て"drawingroom"の 中へ披露す る とい う手 順 を踏 ん でい る。r扉 」は,内 側か ら開放 さ

れ つつ も二重三 重 に点検 され る ことに よって,Clarissaの 選 んだ人 々のみ を招 じ入れ るの

であ る。 この様 に して 「扉 」は,パ ーテ ィ空間 を創 り出す第 一段階 の役割 を担 って いるの

であ る。
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しか し,「 扉 」 が そ の 役 割 を 果 し た だ け で,パ ー テ ィ空 間 は 完 成 し な い 。 現 にClarissa

は,扉 か ら招 じ入 れ ら れ た 客 に,に こや か に 挨 拶 し な が ら,"Ohdear,it[i.e。party]was

goingtebeafailure,acompletefailure"(P.240)と 感 じ て い る 。Clarissaの こ の 挫 折 感

と共 に,「 窓 」 が 次 の 様 に 描 か れ て い る 。

GentlytheyellowcurtainwithallthebirdsofParadiseblewoutandit

seemedasiftherewereaflightofwingsintotheroom,rightout,thensucked

back.(Forthewindowswereopen.)(p.241)

開いた 「窓 」か ら侵 入 した風が カーテ ンを舞 い上 らせ る時,客 達 は,「 誰 も知 った顔 が な

い」「す きま風 が こたえ る」等,て ん でに個人 的な不満 に気 を とられ ていて,パ ーテ ィ を

楽 しん では いな い。 そ して,こ の状態 の好転す るき っかけ も又,「 窓」が果 してい る。

ThecurtainwithitsflightofbirdsofParadiseblewoutagain.AndClarissa

saw‐shesawRalphLyonbeatitback,andgoontalking.Soitwasn'ta

failureafterall!itwasgoingtobeallrightnow‐herparty.Ithadbegun.It

hadstarted.Butitwasstilltouchandgo.Shemuststandthereforthepre-

sent.Peopleseemedtocomeinarush.

....theywentintotherooms;intosomethingnow,notnothing,since

RalphLyonhadbeatbackthecurtain.(p.244)

外か らの風 に舞 い上 って いた カーテ ンを,客 の 一人 が押 し戻す とい う,一 見何気 ない行為

か らパ ーテ ィは うま くい きは じめ る。"drawingroom"は"nothing"か ら"something"

へ と変 化す る。個 我の部屋 の 「窓」 は,ガ ラス越 しにvisionを 見る窓で あ った。 照 明が

煙 々 と輝 き,生(1ife)そ の ものを象徴 す るパ ーテ ィ空 間の 「窓」 は,外 の闇 を カーテ ンの

外 に閉め 出 して い る。パ ーテ ィ空 間 を取 り囲 む窓 の外 の闇 につ い て は,.Mrs.Dallozvay
くユむ

で は これ以 上語 られて いないが,ZotheLighthortseに"fluidityoutthere"と い う表現 が

あ る。 この 「外 界 の流 動体」 は海 を連 想 させ,死 を 内包 したrealityと して,生 の空 間で

あるパ ーテ ィを脅か す存在 で ある。Tothe、LighthouseのMrs.Ramsayの デ ィナ ーパ ー

テ ィでは,テ ーブル を囲む人kが,こ の 「外 界の流 動体 に 対 して共 同で 防衛す るか の様

に」 して 団簗 の一一座 を創 り上げ る。Clarissaの パ ーテ ィに於 いて も,室 内を脅かす 外 の闇

を即 ち死 を内包す るrealityを,「 窓」か ら閉 め出す形 で,明 るい照 明の下,生 のただ 中

に,人kが 和 やか で充 ち足 りた一体感 を感 じあ える場 としての パ ーテ ィ空 間が完 成す るの

で あ る。
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"
atticroom"の 中 で は,Clarissaは 孤 立 した 個 我(herself)を 常 に 意 識 せ ざ る を}な か

っ た 。 完 成 し た パ ー テ ィ空 間 の 中 で,成 功 感 に 酔 うClarissaを お そ うの は"beingsome-

thingnotherself"と い う感 覚 で あ る 。

Andyetforherownpart,itwastoomuchofaneffort....Itwastoo

muchlikebeing‐justanybodystandingthere;....Everytimeshegavea

partyshehadthisfeelingofbeingsomethingnotherself(pp.244-5)

こ の"notherself"と は,ど うい う状 態 で あ ろ うか 。 個 我 の 部 屋 に あ っ て,自 と他 を 隔 て,

個 を 孤 立 さ せ つ つ 個 我 た ら し め て い る の は,部 屋 の 仕 切 り壁 で あ る 。TheVoyageOutで

Rachelが"Ihatethesedivisions....Whyshouldonebeshutupallbyoneselfin

(15)

aroomP"と 嫌悪 した 仕 切 り壁 であ る。 しか も仕 切 り壁 の 全 面的喪失 は 個我 の 部 屋 を崩

壊 させ て死 を招 く。 上 記の引用 の様 な,生 のた だ中 に創 り上げ られた パ ーテ ィ空 間で の

"
notherself"が,死 につ なが る 筈 は ない。 それ故,パ ーテ ィ空 間で の"notherself"と

い う状態は,TotheLighthouseで パ ーテ ィの成功 と共 に描 か れ る"asifthewallsof
ロロ

partitionhadbecomesothin"と い う表現 と重 な り合 うと考 え られ る。 内部に"athread

oflife"(p.223)が あ る と描かれ て いるClarissaが,「 扉 」を 内側 か ら開放 し,外 の闇を

「窓 」か ら外 へ押 し戻 して,入 念 に創 り上 げたパ ーテ ィ空間 では,個 我 の部 屋の仕切 り壁

は 可能 な限 り薄 くな り,人kは 和 やかで充 ち足 りた 一体 感 を生 のただ 中に体 験す る こ とに

な るのであ る。

しか し,"drawingroom"の 中 に,入 念 な手順 を踏ん で完成 した パ ーテ ィ空 間は,不 滅

では な く,容 易 に崩壊 す る可能 性 を帯 びてい る。Bradshaw夫 妻が もた ら した,Septimus

の 自殺 の報は,Clarissaが 生 のただ 中 に入念 に 創 り上げ た パ ーテ ィ空 間を 崩壊 させて し

ま う。

"A
youngman...hadkilledhimself.Hehadbeeninthearmy."Oh!thought

Clarissa,inthemiddleofmyparty,here'sdeath,shethought.

Shewenton,intothelittleroomwherethePrimeMinisterhadgonewith

LadyBruton.Perhapstherewassomebodythere.Buttherewasnobody....

Theparty'ssplendourfelltothefloor,sostrangeitwastocomeinalonein

herfinery.(pp.263-4)

死 を周 到 に回避 して,生 のただ 中に創 り上げ たパ ーテ ィ空間 に,扉 か ら 入 って き たSir

WilliamBradshawが 死 とい う苛酷 な現実をつ きつけ,窓 の外 に閉 め出 した筈 の死 の誘惑
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が現 われ る時,"drawingroom"に 居 たた まれ な くな ったCヱarissaは 手近 な"1ittleroom"

に即 ち個我 の部屋 に逃げ込 ん で再 び一一人 にな る。atticroomで,孤 独 を抱 え込 みつ つ死 に

憧 れ たClarissaは,自 分 の分 身(double)で あ るSeptimusの 死 を肉体 感覚 と して受 け と

め,「 死は抱 擁 だ。彼 は大切 な もの を護 る為 に死ん だの だ ゴと彼 の死 に限 りな く共感す る。

死 の淵 まで いった このClarissaを 生 の中に踏 み とどま らせ た のは何 で あろ う。 「暗 闇 の

中,あ ち らで一人,こ ち らで一人 と沈 み消え てい く人 々を 見なが ら,自 分 は夜会服 を身 に

ま とって立つ こ とを強 い られ てい る」(p.266)の が,自 分 の選 び とった状況 であ る こ とを

Clarissaは 確認 す る。 しか も,彼 女 自身,こ の状 況を 「奇 妙 に信 じられ ない こ とだ が,こ

れ程 幸せ だ った こ とはな い」(p.266)と 感 じる時,Septimusの 様 に部屋 を放 棄 し,窓 か ら
　く

身 を 投 げ る の で は な く,Clarissaは,失 っ た 「自 己 を 取 り戻 す 」,つ ま り 自 己 をidentifyす

る 部 屋 を 取 り戻 す の で あ る 。realityのvisionを 見 せ て くれ る 窓 か ら,向 か い の 老 女 を 見,

老 女 が 老 年,孤 独,死 を 受 け と め つ つ 静 か に 毅 然 と生 き て い る 姿 を 見 て,Clarissaは 老 年

も 孤 独 も 死 も受 け 入 れ て 生 き る 気 持 に な る 。Septimusに 限 り な く共 感 し,死 に 憧 れ な が

ら,Clarissaは 生 を 選 び と っ た の で あ る 。Septimusが,HumanNatureか ら 逃 げ 出 す し か

な い と い う意 味 で"Theironlychancewastsescape...to...anywhere,awayfrom

Dr.Holmes."(P.131)と 感 じて 死 を 選 ぶ の に 対 し,Clarissaが"Shehadescaped.But

thatyoungmanhadkilledhimself."(p.266)と,死 の 誘 惑 か ら 逃 れ た と い う 意 味 で

"
escape"を 用 い る の は 対 照 的 で あ る 。

Clarissaが 戻 っ て い く生 は 決 し て バ ラ 色 で は な い 。 苛 酷 な 現 実 空 間 は 存 在 し 続 け る 。

孤 独 も 空 虚 も 魂 の 自 由 も 一 切 を 抱 え 込 み,苛 酷 な 現 実 か ら 目 を そ む け ず に,生 の 中 に 踏

み と ど ま っ たClarissaは,生 の た だ 中 に 人 々 が 和 や か な 一一体 感 を 共 有 出 来 る パ ー テ ィ空

間 を 再 建 す べ く"drawingroom"へ と 戻 っ て い く。Mrs,Dallozvayのlastsentenceで

あ る"Forthereshewas."は,Septimusの 白殺 に 限 り な く共 感 し な が ら,生 を 選 び と っ た

Clarissaに 焦 点 を あ て て,パ ー テ ィ空 間 に 戻 っ て き たClarissaの 位 置 確 認 を す る 文 章 で あ

り,Mrs.Dallowayの 結 論 と な っ て い る の で あ る 。

注

Mrs.Dα 〃伽 αッ の 引 用 は,い ず れ も研 究 社 英 米 文 学 叢 書49(柴 田 徹 」:,吉 田 安 雄 註 解,1953)に

よ るQ

(1)"ALettertoaYoungPoet",inCollectedEssays:II(London:Chatto&Windus,1963)

p.189.

(2)Mrs.Dalloway,p.73.

(3)JamesNaremore,TheWroブ14Wゼ 置加 漉QSelf(NewHavenandLondon:YaleUniversity

Press,1973),p.X43.

(4)Cf・ オ ッ トー ・フ リー ド リ ッ ヒ ・ボ ル ノ ウr人 間 と 空 間 』(大 塚 恵 一,池 川 健 司,中 村 浩 平 訳,

せ りか 書 房,1978)第 三 章.

一76一



Mrs,Dallowayの 部 屋

(6)cf.,"Author'sIntroduction",inMrs.Dalloway,p.xlvi"Septimus,wholaterisintendedto

beherdouble,hadnoexistence;andthatMrs ,Dallowaywasoriginallytokillherself,or

perhapsmerelytodieattheendoftheparty."

(6)愛 情 を 押 し 付 け るPeterや 狂 信 的 なMissKilmanは%veandreligion",又,後 述 す るSeptimus

を 強 制 隔 離 し よ う と す るHolmes医 師 やSirWilliamBradshawは"HumanNature"と 呼 ば れ て,

ClarissaやSeptimusの 魂 の 自 由 を 脅 か す べ く,「 扉 」 か ら 一 方 的 に 侵 入 し て く る 苛 酷 な 現 実 を 代 表

し て い る 。

(7)

(S)

(9)

(lo}

(11}

X121

((13)

Mrs.Dalloway,p.18.

Cf,TheWaves(London≧TheHogarthPress,1963),p ,48.

Mrs.Dalloway,p.207.

Cf,.,TheYears(London:TheHogarthPress
,1965),P・398.

Mrs.Dallaway,p.96,p.201.

Ibid.,p.120.

拙 稿 「四 つ の"party"VirginiaWoolfの 中 期 三 小 説 に お け る"moment"」inOsakaLiter・

aryReて ノゼε初(1975)

(14)Tothe」Lガg乃 読oπ5ε(London二TheHogarthPress,1967),p.152.

(15>TheレoyageOut(London:TheHogarthPress,1965),pp.69-70.

(16)Mrs.Dallaway,p.266."findit(i.e.herself)."
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